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　支援活動を行わなかった理由としては、「資金的な余裕がない」、
「何をしたらいいかわからない」、「多忙」、「情報がない」等が多
い。「資金的な余裕がない」という回答は、交通費や宿泊費等が支援活
動開始に当たっての大きなボトルネックとなっていることを浮き彫りに
している。また、「何をしたらいいかわからない」及び「情報がない」
という回答は、適当な情報に触れる機会がなかったこと等が原因である
可能性がある。
　今後、支援活動の裾野を広げていくためには、学生等が支援活動を行
うに当たって、経済的な援助を受けられるような環境を整備し、ボトル
ネックとなる要因を取り除くとともに、関係情報の発信を増やし、支援
側の意識を高めることが必要である。

Ｐ４　支援する人を支援する社会を目指して
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(7)支援活動を行わなかった理由 

支援活動を行わなかった理由としては、「資金的な余裕がない」、「何をしたらい 

いかわからない」、「多忙」、「情報がない」等が多い。「資金的な余裕がない」とい 

う回答は、交通費や宿泊費等が支援活動開始に当たっての大きなボトルネックとな 

っていることを浮き彫りにしている。また、「何をしたらいいかわからない」及び 

「情報がない」という回答は、適当な情報に触れる機会がなかったこと等が原因で 

ある可能性がある。

今後、支援活動の裾野を広げていくためには、学生等が支援活動を行うに当たつ 

て、経済的な援助を受けられるような環境を整備し、ボトルネックとなる要因を取 

り除くとともに、関係情報の発信を増やし、支援側の意識を高めることが必要であ 

る・

前述2  (1 )で「支援活動をやっていない」と回答した者についてみると、支援活 

動を行わなかった理由としては、「資金的な余裕がない」(40.6%)、「何をしたらいい 

かわからない」 (36.4%)、「多忙」 (32.2%)、「情報がない」 (12.6%)等が多い(図 

表!2)〇

まず、「資金的な余裕がない」という回答は、交通費や宿泊費等が支援活動開始に 

当たっての大きなボトルネックとなっていることを浮き彫りにしている。

また、「何をしたらいいかわからない」及び「情報がない」という回答は、支援活 

動に関するニーズ等関係情報の発信の不足等により、適当な情報に触れる機会がなか 

った又はそのような機会が少なかったことが原因で活動に取り組む機会を失った可 

能性がある。

その他、「職場の理解が得られない」(4. 8%)と「家族の理解が得られない」(3. 4%) 

のようにまわりの理解が得られないことも原因となっている。

全体としてみると、資金、時間、情報等が十分にあるほど支援活動に取り組みやす 

い環境になると思われる。支援活動の裾野を広げていくためには、例えば、学生等が 

支援活動を行うに当たって、交通費や宿泊費の割引等経済的な援助を受けられるよう 

な環境を整備したり、企業による支援活動を行う社員への支援を促進する等して、支 

援活動に取り組むに当たってボトルネックとなっている要因を取り除くとともに、関 

係情報の発信を増やし、また、その発信手段を工夫することによって、支援側の意識 

を高め、関係情報に接触しやすく、また、職場や家族の理解が得られやすい環境を整 

備することが必要である。
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